
 

２０１６年７月１１日 

公益財団法人イオン環境財団 

 

 

ローガー湖周辺の森の水源涵養機能の回復を目指して 

７/１６(土)第４回「ミャンマー ヤンゴン植樹」を実施します 
１,６００名の皆さまとともに１０,０００本を植樹 

 

 

 公益財団法人イオン環境財団（理事長 岡田卓也 イオン株式会社名誉会長相談役、以下、

当財団）は７月１６日（土）、ミャンマー連邦共和国（以下 ミャンマー）ヤンゴン市郊外

のローガー湖周辺において、４回目となる「ミャンマー ヤンゴン植樹」を実施します。 

 

 当財団は２０１３年より３年間、ヤンゴン市郊外フージー湖周辺の森の水源涵養
かんよう

機能※の

回復を目指し、湖周辺にのべ２，７００名のボランティアの皆さまと、累計２４,０００本

の植樹を行ってまいりました。４年目となる本年より場所をローガー湖周辺に移し、３年

計画で取り組みます。 

 

ローガー湖は、生活用水を供給する水源として近隣住民の方々に利用されています。  

当財団は、湖周辺の森林を豊かにすると同時に、森林が本来持つ水源涵養機能をさらに   

高めることで生活用の水源として今後も持続的に利用できるよう、このたびの植樹を実施し

ます。本年は両国のボランティア１,６００名の皆さまとともに、地域に自生する    

１０,０００本の苗木を植えます。 

 

 当財団はこれからも、いのちあふれる美しい地球を次代の子どもたちへ引き継ぐため、

環境保全活動に積極的に取り組んでまいります。 

 
※水源涵養機能：森林の土壌が降水を貯留し、河川や湖沼に流れ込む水量を平準化して洪水や渇水を防ぐ

機能のこと 

記 

 

日 時：２０１６年７月１６日（土）９：００～１０：３０ 

場 所：ミャンマー連邦共和国ヤンゴン市郊外ローガー湖周辺 

参加人数：約１,６００名 

（ミャンマーのボランティア約１,１００名、日本のボランティア約５００名） 

植樹本数：１０,０００本 

樹 種：６種（マホガニー、オリーブ、カイエー、チーク、モンキーポッド、 

ゴールデンシャワー） 

主 催：ミャンマー連邦共和国ヤンゴン市開発委員会、公益財団法人イオン環境財団 

協 力：イオン株式会社、イオンマイクロファイナンスミャンマー株式会社、 

  イオンモール株式会社 

主な出席者：ミャンマー連邦共和国 ヤンゴン管区首相  Phyo
ピ ョ ー

 Min
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 様 

（予定） ミャンマー連邦共和国 ヤンゴン市市長   Maung
マ ウ ン

 Maung
マ ウ ン

 Soe
ソ ー

 様 

  駐ミャンマー日本国  特命全権大使   樋口 建史  様 

公益財団法人イオン環境財団 評議員 

イオン株式会社 執行役社長グループ CEO    岡田 元也 

以上 



ご参考【ミャンマーにおけるイオンの環境・社会貢献活動について】 
■ミャンマー中南部での大型サイクロン被害への緊急支援金、支援物資寄付 
２００８年、公益財団法人イオンワンパーセントクラブ（以下、イオン１％クラブ）
は、ミャンマーでの大型サイクロン被害への緊急支援として、在日本ミャンマー連邦
共和国大使館へ緊急災害復興支援金１,０００万円を、さらに被災地へ蚊帳などの支援
物資をお届けしました。 

 
■学校建設支援事業 
イオン１％クラブは２０１２年よ
り、ミャンマーにおける学校建設
を支援しています。お客さまから
の募金に、イオン１％クラブによ
る拠出を合わせ、公益財団法人日
本ユニセフ協会に寄付。計３５校
の建設を支援しました。 

 
■ティーンエイジ・アンバサダー（高校生交流）事業 
 イオン１％クラブは、次代を担う若者支援すべく、１９９０年より高校生が互いの国
を訪問し相互交流することで価値観の多様性を学んでいただく「ティーンエイジ・ア
ンバサダー事業」を行っています。２０１３年にミャンマーの高校生２０名が参加し、
日本の高校生との国際交流を行いました。２０１７年２月には第２回の交流を予定し
ています。 

 
■「イオン・ユニセフ セーフウォーターキャンペーン」 

イオン１％クラブは２０１０年より、ミャンマー、カンボジア、ラオスの子どもたち
へ安全な水を届けるために、子どもたちが暮らす町や村に給水施設を設置すべく支援
を行っています。これまでイオングループの店舗・事業所約７,０００カ所でお寄せい
ただいた募金とイオン１％クラブからの同額拠出金、さらにイオンのブランド「トッ
プバリュ」のミネラルウォーターの購入を通じた寄付金額（１本販売につき５円）を
合わせた約３億３５０万円を、公益財団法人日本ユニセフ協会へ贈呈しました。ミャ
ンマーにおいては２０１５年までに、村や学校など計２３カ所に手押しポンプ井戸の
設置が完了し、約１万３千人が安全な水を使用できるようになりました。 
 

■イオンの奨学金「イオン スカラシップ」 
イオン１％クラブは給付型奨学金制度「イオン スカラシップ」を通じ、アジアの学生
および日本で学ぶアジアからの私費留学生の夢の実現を支援しています。２０１４年
度より、新たにヤンゴン経済大学とヤンゴン外国語大学への支援を開始し、これまで
のべ１２９名の同国学生に支援を行いました。 

 
■２０１３年～２０１５年「ミャンマー ヤンゴン植樹」フージー湖周辺で実施 
公益財団法人イオン環境財団は、ヤンゴン市郊外にあるフージー湖の水源涵養機能を
取り戻すため、湖周辺の土地に、ミャンマーと日本のボランティアのべ２,７００名の
皆さまと累計２４,０００本を植樹しました。 

 
 
 
 
 
 
 

２０１３年           ２０１４年           ２０１５年 

 
■２０１５年 中北部での洪水被害への緊急支援金を寄付 
イオン１％クラブは、豪雨による洪水被害を受けた方々への支援として、ミャンマー
連邦共和国内災害対策本部へ２０,０００米ドルを寄付。食料、日用品、医薬品の支援
にお役立ていただきました。 

２０１５年３月 開校式の様子 


